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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本をはじめとして、韓国、台湾、中国、インド、シンガポール、マレーシア、
アメリカ合衆国、英国などのアジア演劇研究者との交流を構築し、共同比較研究を推進するものである。4年間の研究
期間において、毎年２回の研究会を海外で開催した。アジア演劇における翻訳、トランスアジア、女性、近代化の問題
が様々に議論された。日本の近代化の影響が主として東アジア諸国には植民地主義の基に影響を与えているものの、現
代においては間アジアの演劇接触においてこれらの問題を乗り越えようとしていること、また伝統演劇の保存や再発見
が行われ現代化して、独立国家としてのアイデンティティの源泉にしていることの実相を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project  group has organized by many asian members, such as Korea, T
aiwan, China, India , Singapore, Malaysia, USA and UK. The research project has constructed the research n
etwork with these researchers and has held research meeting twice a year. During this continuous research 
meetings we have discussed the various issues of Asian Theatre; Translation, Inter Asian-ness, Women issue
s and Modernization. In especially we have discussed on Modernization of Asian Theatres and have made clea
r some points. Japanese modernization of theatre affected to east Asian theatres' modernization under Japa
nese colonialism. However, contemporary theatrical interactions within these Asian countries have tried no
t only to disclose the past but overcome this issue. And also we have discussed how traditional theatres h
ave been re-discovered and tried to preserve them, and eventually being racial and cultural cite of identi
ty of these independent countries. 
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１．研究開始当初の背景 
 現代のグローバリゼーションの進行する
中で演劇史・演劇学の在り方を再考すること
は急務の課題である。従来は西欧演劇中心の
概念や演劇史観で研究されて来たが、20 世紀
のアジア演劇が西欧演劇に与えた根源的な
影響はまだ正確に反映されているとは言い
難い。またポスト植民地主義的なアジア諸国
の自立を背景にした、自国演劇の再検討の機
運の高まりは演劇学全般への大きな反省を
呼び覚ましている。このような研究は個々の
個人的研究にのみ依存するのではなく、アジ
アの研究者のネットワークの構築を進めな
がら行う比較共同研究がより効果的である。
個々の研究は優れた成果を上げ始めている
アジアの研究者間の、世界演劇史的視野に立
った比較共同研究によって近現代演劇のア
ジア的特徴と芸術的特質を明確にするのが
目的である。 
 本研究は昨年度創設された国際的な研究
グループ Asian Theatre Working Group の
共同研究と連携して進めるものである。これ
は 演 劇 研 究 の 国 際 的 学 会 で あ
る.International Federation for Theatre  
Studies(IFTR、国際演劇学会)の傘下で結成
されたワーキング・グループで、本研究代表
者永田靖がその代表を務めている。アジアの
演劇を研究する時に、西欧演劇との比較対照
ばかりではなく、アジア域内での演劇間の関
係や接触も検討する共同研究である。現在、
世界 15カ国ほどから 50名前後の研究者がメ
ンバーとなっている。2008 年 7 月にソウル
（中央大学校）において予備的な会合を持ち、
2009 年 7 月にリスボン（リスボン大学）に
おいて第 1回目の研究会をアジア演劇におけ
る「トレーニング」と「翻訳」をテーマに.2
日間に渡って開催した。この研究会の実績を
踏まえて、2010 年 3 月にはクアラルンプー
ル（クアラルンプール大学）で会合を開催予
定にしている。さらに、研究代表者永田靖が
主宰している近現代演劇研究会とも連携し
て進める。近現代演劇研究会は、日本演劇学
会の分科会として.. 10 年以上の歴史を持つ
研究会で、1 年間に 5 回の研究会を行ってい
る。主として大阪大学を会場に関西圏の演劇
研究者の研究成果を報告しているが、近年で
はアジアの諸都市での研究集会を開催して、
訪問都市の演劇研究者と交流し問題意識の
共有と議論の展開を行ってきた。上海集会、
2005 年 2 月 23 日〜26 日、上海戯劇学院。
ソウル集会、2006 年 3 月 3 日〜6 日、韓国藝
術総合学校演劇院。沖縄集会、2007 年 3 月 9
日〜11 日、沖縄県立芸術大学。これらの研究
会は今後も継続して行う予定であり、アジア
や欧米の研究者が多数参加して比較共同研
究することでアジア演劇の芸術的文化的特
質の解明に寄与するものと考えられる。 
 
２．研究の目的 
現代のグローバリゼーションの進行する中で

演劇史・演劇学の在り方を再考することは急
務の課題である。従来は西欧演劇中心の概
念や演劇史観で研究されて来たが、20 世紀
のアジア演劇が西欧演劇に与えた根源的な
影響はまだ正確に反映されているとは言い難
い。またポスト植民地主義的なアジア諸国の
自立を背景にした、自国演劇の再検討の機
運の高まりは演劇学全般への大きな反省を呼
び覚ましている。このような研究は個々の個人
的研究にのみ依存するのではなく、アジアの
研究者のネットワークの構築を進めながら行う
比較共同研究がより効果的である。個々の研
究は優れた成果を上げ始めているアジアの研
究者間の、世界演劇史的視野に立った比較
共同研究によって近現代演劇のアジア的特
徴と芸術的特質を明確にするのが目的である。
本研究では、第1にアジア演劇間での影響関
係を明らかにする。アジアの近現代演劇は西
欧演劇の影響を被っているために西欧演劇と
の対照によって研究がなされてきた。アジアの
各国の演劇研究者もそれぞれに西欧との関
係で研究してきたために、相互のアジア諸国
内での関係はほとんど研究されていない。他
方で近現代の演劇実践はアジア域内での相
互交流によって積極的に進められた経緯があ
る。具体的には、日本と韓国、中国、台湾、マ
ーシア、シンガポールの近現代演劇の影響関
係を、上演、ドラマツルギー、演出理念、演劇
政策について検討を加え、アジア域内での演
劇的相互関係の多様性と不即不離の関係を
明らかにする。第 2 には、アジア演劇の歴史
や様式についての概念的な整理を行うことで
ある。アジア演劇史は西欧演劇史研究とは異
なる背景を持ち記述のされ方も異なる。演劇
についての概念の多くも西欧演劇のそれらと
は基本的に異なる。本研究ではアジア演劇特
有の概念（美的性質、制作実施理念、訓練方
法、社会的機能、批評言語など）について西
欧の演劇概念と比較対照してその独自性を
明らかにし、西欧演劇中心の演劇学・演劇史
学を相対化し、アジアの演劇概念の共有化を
目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、アジアの近現代演劇相互の影
響関係の研究、アジア演劇特有の概念（美学、
訓練方法、社会的機能、批評言語）の検討を
行う。そのため研究活動は次の５つの柱を持
つ。 ①先行研究の整理と問題点の明確化  
②個別のアジア演劇研究を基にした定例研
究会の開催 ③国際研究集会・シンポジウム
の開催とアジアの演劇研究者のネットワー
クの構築 ④市民・学生に向けたワークショ
ップの開催 ⑤アジア演劇史概要』『アジア演
劇論集』の編集・刊行  
 これらの方針に基づき、Theatre Journal 
57.3 2005, Modern Drama 48.2 2005, 
Contemporary Theatre Review 16.1. 2006 な
どの雑誌論文をもとに西欧演劇研究におけ
るアジア演劇の位置や議論の方法を検討す



る。研究分担者を中心にそれぞれ分担した領
域での先行研究の洗い直しを行い、定例研究
会で議論して、問題点の把握に努める。アジ
アの側からの演劇史記述の方法論を検討す
る。また James Brandon(ed.), The Cambridge 
Guide to Asian Theatre, Cambridge UP, 1993、
Don Rubin(ed.), The World Encyclopedia of 
Contemporary Theatre,Vol.5, Routledge, 
1998 などを基に現在の英語圏におけるアジ
ア演劇記述とアジア各国内の演劇研究の現
状を相互に参照してその差異や問題点を浮
き彫りにする。 
 また、日本演劇学会分科会近現代演劇研究
会と適宜連携し、主として大阪大学で開催し、
適宜、アジア各国より研究者を招聘して研究
報告と議論を行う。またアジアや西欧の演劇
研究機関に調査を行い、資料収集や研究動向
の把握、また海外研究者と研究打ち合わせを
行いネットワークの構築に努める。また国際
演劇学会傘下の研究会組織 Asian Theatre 
Working Group の研究集会を組織して共同研
究を行う。学生対象のアジア演劇についての
ワークショップを開催し、学生レベルでの研
究交流も行う。 
 
４．研究成果 
 2010 年度から 2013 年度の４年間で毎年２
回の国際研究集会を開催した。2010 年７月ミ
ュンヘン大学、2011 年２月大阪大学、2012
年１月台北芸術大学、2012 年７月サンチアゴ
大学（チリ）、2013 年３月中央戯劇学院（北
京）、2013 年７月バルセロナ演劇大学、2014
年３月大阪大学において、それぞれのテーマ
で研究集会を開催した。参加者は、日本、韓
国、中国、台湾、シンガポール、マレーシア、
インド、などアジア諸国からはもちろん、米
国、英国、フィンランド、ポーランド、フラ
ンスなど世界各国からの参加者があり、それ
ぞれに実りの多い会議を行うことができた。
2010 年７月のミュンヘン大学では「演劇にお
けるインターアジア性」をテーマに 10 本以
上の論文が発表された。ここではアジアの近
現代演劇が国境を越えて互いの文化を吸収
しながら形成されることの実相が紹介され、
それぞれの問題性が指摘された。また 2011
年２月の大阪大学では、台湾２名、香港１名、
マレーシア１名の４名のアジアの研究者を
招聘して国際研究集会を開催した。伝統の現
代化というテーマで、各国の伝統演劇がいか
にして現代に再生され、現代化されているか
について具体的な報告と分析を行った。報告
のあった４カ国はそれぞれ近代化の過程も
異なっており、それぞれの伝統の持つ意味合
いも独自なものがあり、アジア演劇としての
特質を安易に纏めることの危険性を認識す
るとともに、同時に伝統演劇の現代化という
点においては、ヨーロッパには見られないア
ジア演劇に共通する課題であるとの認識を
得た。このテーマは、2011 年８月に大阪大学
において開催された国際演劇学会大阪大会

「伝統、革新、共同体」に繋がるものである。
この大会は世界の演劇研究者300名以上が集
まる国際的な学会であり、日本での最初の開
催となる。この科研グループの代表者永田が
開催の実行委員長となり、主としてこの科研
グループが実質的な中心となって開催した。
2012 年１月には台湾国立台北芸術大学にお
いて研究集会を開催した。ここでも日本、台
湾、米国、中国、マレーシアの研究者 10 名
が研究発表をおこない、活発な議論を展開し
た。ここでは「アジア演劇の近代化」を主た
るテーマに、それぞれの国の演劇の近代化が
いかに進み、どのような問題点があったのか
検討を行った。様々な具体的な内容を踏まえ
議論した結果、劇場や運営形態は近代化され
ていくものの、劇の形式と内容は必ずしも近
代化するわけではなく、それぞれの地域の固
有の文化による修正が行われおり、固有の有
り様そのものが近代を示すのであることが
確認された。このテーマは、2012 年チリのサ
ンチアゴでの研究集会に持ち越され、ここで
も 10 本程度の研究発表が行われたが、まず
は優先して研究すべきテーマであると認識
されて、科研終了後にはこのテーマによる論
文集を刊行することとした。2013 年３月の北
京、2013 年７月のバルセロナでの研究集会を
経て、2014 年３月に大阪大学において 19 名
を招聘して開催した研究集会で論文集を前
提とした研究発表を行い、アジア演劇におけ
る近代化の諸問題を徹底的に検討すること
となった。 
 また 2011 年 5 月には台北藝術大学におい
て、日本の大学院生 5名の英語による研究発
表を行ない、学生レベルでの研究交流の端緒
とした。これは 2013 年 11 月に国立韓国芸術
綜合学校演劇院の大学院生４名と同教授2名
を大阪大学に招聘し、「アジア演劇の新しい
風景」と題する国際学会を開催した。これは
本年度 2014 年度にも継続する予定となり、
同数の大学院生を韓国芸術綜合学校に派遣
し、また国立台北芸術大学からも同数の大学
院生の派遣を行い、三か国の大学院生レベル
の研究交流に発展させる予定である。 
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